
CITIZEN-ATS

初校11/17
2023年

社
会
人
野
球
表
彰

2023
年度

主催　公益財団法人日本野球連盟
共催　毎日新聞社　　スポーツニッポン新聞社
協賛　シチズン時計株式会社

　
2
0
2
3
年
度
社
会
人
野
球
表
彰
選
手
が
、
選
考
委
員
会
（
委
員
長
＝
坂
口
裕
之
・
日
本
野
球
連
盟
ア

ス
リ
ー
ト
委
員
会
委
員
長
）
の
審
議
を
経
て
決
定
し
た
。
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
指
名
打
者
を
含
め
て
10
選
手
）

は
9
選
手
が
初
受
賞
。
都
市
対
抗
覇
者
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
は
嘉
陽
宗
一
郎
投
手
ら
、
日
本
選
手
権
を

制
し
た
大
阪
ガ
ス
か
ら
は
指
名
打
者
の
三
井
健
右
選
手
ら
、
と
も
に
2
人
が
選
ば
れ
た
。
個
人
賞
で
は
、

打
撃
部
門
は
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
の
選
手
が
独
占
。
三
井
選
手
が
首
位
打
者
賞
に
輝
い
た
ほ
か
、
最
多
本
塁
打

賞
は
捕
手
の
城
野
達
哉
選
手
（
西
濃
運
輸
）、
最
多
打
点
賞
は
外
野
手
の
山
本
卓
弥
選
手
（
ホ
ン
ダ
熊
本
）

が
獲
得
し
た
。
投
手
部
門
で
は
片
山
雄
貴
投
手
（
ホ
ン
ダ
熊
本
）
が
2
年
連
続
で
最
多
勝
利
投
手
賞
の
栄

誉
を
つ
か
み
、
與
座
健
人
投
手
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
が
最
優
秀
防
御
率
賞
を
受
賞
し
た
。

第47回全日本クラブ野球選手権で
初優勝を果たしたショウワコーポレーション

第94回都市対抗野球で7年ぶり
2回目の優勝を飾った豊田市・トヨタ自動車

第48回社会人野球日本選
手権で2大会ぶり3回目の
頂点に立った大阪ガス
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①生年月日 ②身長・体重 ③投打 
④出身校 ⑤年間成績
赤丸内は受賞回数
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①1995年11月15日 ②187㎝・87㎏ ③右投右打
④愛媛・松山聖陵高－亜細亜大 ⑤4勝1敗 防御率2.56
長身から投げ下ろす直球で打者を圧倒。優勝した都市対抗では
3勝を挙げて橋戸賞に輝き、日本選手権でも1回戦で完投勝利
を収めた。

①1999年6月8日 ②179㎝・85㎏ ③右投左打
④広島・広陵高－早稲田大 ⑤打率.357
年間本塁打はトップと1本差の5本、打点も17で2位タイと、社会
人2年目で確かな実績を残した。アジア競技大会日本代表として
も活躍。

①1999年4月5日 ②179㎝・84㎏ ③右投左打
④福井・武生商高－中部大 ⑤打率.367
ストライクゾーンで勝負することを恐れない積極的な配球が持ち
味。日本選手権では13打数5安打と、バットでも投手陣を援護し
た。

①1994年1月23日 ②177㎝・81㎏ ③右投右打
④石川・星稜高－亜細亜大 ⑤打率.379
優勝した都市対抗では本塁打を含む4打点で打撃賞に輝き、日
本選手権でも11打数9安打と驚異的な数字を残した。アジア競
技大会日本代表主将。

①1994年9月2日 ②174㎝・76㎏ ③右投左打
④福岡・飯塚高－福岡大 ⑤打率.459
走攻守に優れ、年間打率では2位に食い込んだ。日本選手権の
準々決勝では同点打で反撃の口火を切り、4強入りに貢献した。

①1997年9月3日 ②183㎝・86㎏ ③右投左打
④鹿児島・神村学園高－亜細亜大 ⑤打率.413
31安打、22打点、17得点は、いずれも今年度のJABA年間成
績トップ。出塁率が高く、長打力もあるリードオフマン。

①1997年10月3日 ②185㎝・90㎏ ③右投右打
④千葉英和高 ⑤打率.283
勝負強い打撃が光る。準優勝した都市対抗では19打数8安打
4打点と4番打者の責任を果たし、久慈賞を受賞した。

①1997年12月24日 ②182㎝・85㎏ ③右投右打
④奈良・智辯学園高－東北福祉大 ⑤打率.360
優勝した日本選手権では打率4割5分をマークし、優秀選手に選
ばれた。俊足も武器で、相手の隙を突く走塁に定評がある。

①1998年6月9日 ②186㎝・96㎏ ③右投左打
④大阪桐蔭高－立教大 ⑤打率.489
JABA京都大会では2本塁打を含む13打数5安打で敢闘賞。
補強出場した都市対抗でも4打数3安打の固め打ちを見せた。

①1993年4月21日 ②182㎝・86㎏ ③右投右打
④大阪・履正社高－明治大 ⑤打率.288
日本選手権では21打数7安打でチームの準優勝に貢献し、優
秀選手に選ばれた。都市対抗と日本選手権で本塁打を放つな
ど長打力がある。

嘉
か よ う

陽 宗
しゅういちろう

一郎（トヨタ自動車）

丸
まるやま

山 壮
ま さ し

史（ENEOS）

城
し ろ の

野 達
た つ や

哉（西濃運輸）

北
きたむら

村 祥
しょうじ

治（トヨタ自動車） 北
き た の

野 貴
たかあき

昭（西濃運輸）

山
やまもと

本 卓
た く や

弥（Honda 熊本） 網
あ み や

谷 圭
けいしょう

将（ヤマハ）

清
し み ず

水 聖
せ い や

也（大阪ガス） 三
み つ い

井 健
けんすけ

右（大阪ガス）石
い し い

井 元
げん
（Honda 熊本）



記録集

試合 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 打点 打率
① 三井　健右（大阪ガス） 13 47 23 2 0 2 9 .489
② 北野　貴昭（西濃運輸） 16 61 28 4 0 1 14 .459
③ 向山　基生（NTT東日本） 17 58 25 2 0 1 8 .431
④ 山本　卓弥（Honda熊本） 19 75 31 6 0 4 22 .413
⑤ 小松　勇輝（JFE東日本） 14 51 21 2 3 0 7 .412
⑥ 北本　一樹（東京ガス） 14 50 19 2 0 0 6 .380
⑦ 北村　祥治（トヨタ自動車） 16 66 25 3 0 2 16 .379
⑧ 小玉　佳吾（SUBARU） 14 48 18 2 1 2 11 .375
⑨ 山口　乃義（王子） 14 48 18 2 0 1 9 .375
⑩ 湯口　郁実（三菱重工West） 14 51 19 4 0 0 6 .373

① 山本　卓弥（Honda熊本） 22
② 丸山　壮史（ENEOS） 17

添田　真海（日本通運） 17
小中　健蔵（西濃運輸） 17

③ 網谷　圭将（ヤマハ） 16
北村　祥治（トヨタ自動車） 16

① 鈴木　　薫（Honda） 9
串畑　勇誠（NTT西日本） 9
徳本健太朗（トヨタ自動車） 9

② 小口仁太郎（Honda） 8
添田　真海（日本通運） 8

① 川口　　凌（ENEOS） 7
② 松根　　優（パナソニック） 6

井上　　剛（Honda熊本） 6
花本　太紀（大阪ガス） 6

試合 投球回 被安打 被本塁打 奪三振 与四死球 失点 自責点 防御率
① 與座　健人（パナソニック） 8 54 1/3 37 1 42 8 8 8 1.33
② 古田島成龍（日本通運） 7 48 2/3 32 2 53 7 10 8 1.48
③ 片山　雄貴（Honda熊本） 13 57 2/3 50 2 47 18 19 12 1.87
④ 岡野　佑大（Honda） 10 47 39 1 47 20 13 11 2.11
⑤ 秋山　　翔（三菱自動車岡崎） 7 44 36 2 31 12 11 11 2.25
⑥ 髙橋　佑樹（東京ガス） 7 42 37 2 28 10 12 12 2.57

試合 勝 負 勝率
① 片山　雄貴（Honda熊本） 13 6 1 0.857
② 岡野　佑大（Honda） 10 5 2 0.714

與座　健人（パナソニック） 8 5 2 0.714
④ 森田　駿哉（Honda鈴鹿） 5 4 0 1.000

松澤　海渡（日本通運） 8 4 1 0.800
嘉陽宗一郎（トヨタ自動車） 8 4 1 0.800
東野　龍二（Honda） 7 4 1 0.800
竹田　　祐（三菱重工West） 7 4 1 0.800

試合 打者 奪三振
① 古田島成龍（日本通運） 7 187 53
② 片山　雄貴（Honda熊本） 13 241 47

岡野　佑大（Honda） 10 200 47
④ 與座　健人（パナソニック） 8 203 42
⑤ 筒井　恒匡（JFE西日本） 8 126 35

嘉陽宗一郎（トヨタ自動車） 8 143 35
⑦ 関根　智輝（ENEOS） 8 108 33
⑧ 森岡　大輔（西濃運輸） 10 143 32

辻本　宙夢（東邦ガス） 6 158 32

① 城野　達哉（西濃運輸） 6
② 丸山　壮史（ENEOS） 5
③ 網谷　圭将（ヤマハ） 4

山本　卓弥（Honda熊本） 4
若林　将平（日本新薬） 4
門叶　直己（東海理化） 4

4 5

打率4割8分9厘（13試合56打席47打数23安打）
①1998年6月9日②186㎝・96㎏③右投左打④大阪桐蔭高－立教大
パンチ力が魅力の強打者。優勝した日本選手権では4番を務め、打率5割をマークして首
位打者賞を獲得した。

22打点（19試合）
①1997年9月3日②183㎝・86㎏③右投左打④鹿児島・神村学園高―亜細亜大
状況を冷静に見極め、チャンスを逃さない好打者。都市対抗で本塁打を放ち、準優勝した
日本選手権では5試合で7打点と活躍した。

1.33（8試合　54回1／3　失点8　自責点8）
①1993年7月17日②175㎝・76㎏③右投右打④沖縄尚学高－関西国際大
コーナーを丁寧に突く投球でチームを牽引。都市対抗は初戦で6安打完封、日本選手権
では登板した2試合を無失点に抑えた。

6本（15試合）
①1999年4月5日②179㎝・84㎏③右投左打④福井・武生商高―中部大
JABAベーブルース杯では圧巻の5打席連続本塁打。日本選手権では強肩強打の捕手
としてチームの4強入りを支えた。

6勝1敗（13試合）
①1993年8月8日②179㎝・76㎏③右投右打④福岡工大城東高－駒澤大
2年連続受賞。抜群の安定感を誇るチームの大黒柱。日本選手権では4試合に登板し、
完封した準決勝を含め2勝を挙げた。

三
み つ い

井 健
けんすけ

右（大阪ガス）

山
やまもと

本 卓
た く や

弥（Honda 熊本）

與
よ ざ

座 健
け ん と

人（パナソニック）

城
し ろ の

野 達
た つ や

哉（西濃運輸）

片
かたやま

山 雄
ゆ う き

貴（Honda 熊本）

※①生年月日②身長・体重③投打④出身校　赤丸内は受賞回数

初

初

初

初

2

個人賞選手紹介個人賞選手紹介

最多本塁打賞

最多勝利投手賞

首位打者賞

最多打点賞

最優秀防御率賞

※同数の場合の並び順は表彰基準による

打　率（表彰基準対象選手上位 10 人）

打　点

防 御 率（表彰基準対象選手のみ）

勝 利 数 奪 三 振

盗　塁

本 塁 打

犠　打



1次 2次 3次 最終 投手
● フェリペ　ナテル ヤマハ
● 松澤　海渡 日本通運
● 西居　建陽 JR東日本
● 村田　健 西部ガス
● 川本　祐輔 JR東海
● 山田　啓太 JFE東日本
● ● ● 與座　健人 パナソニック
● ● ● 古田島　成龍 日本通運
● 庄司　魁 西濃運輸
● 筒井　恒匡 JFE西日本
● ● 九谷　青孝 ヤマハ
● 又木　鉄平 日本生命
● 西浦　貴志 矢場とんブースターズ
● ● 髙島　泰都 王子
● ● ● 片山　雄貴 Honda熊本
● ● 竹田　祐 三菱重工West
● ● ● 稲垣　豪人 大阪ガス
● ● ● 岡野　佑大 Honda
● 松本　健吾 トヨタ自動車
● 秋山　翔 三菱自動車岡崎
● ● ● 加藤　三範 ENEOS
● ● 山本　隆広 日本生命
● 竹本　祐瑛 JR東日本東北
● ● ● ★ 嘉陽　宗一郎 トヨタ自動車
● 髙橋　佑樹 東京ガス
● ● 森田　駿哉 Honda鈴鹿
● 井村　勇介 Honda鈴鹿
● 八野田　龍司 SUBARU
● 藤村　哲之 東芝
● 関根　智輝 ENEOS
● ● 近藤　壱来 JR四国
● 渕上　佳輝 トヨタ自動車
● 三宮　舜 明治安田生命
● ● 森岡　大輔 西濃運輸
● ● 大宮　隆寛 大阪ガス
● 藤原　拓実 JFE西日本
● ● 本間　大暉 三菱重工East
● 佐竹　功年 トヨタ自動車
● 西納　敦史 伏木海陸運送
● ● 津山　裕希 JFE西日本
● 堀　誠 NTT東日本
● ● 東野　龍二 Honda
● 横川　楓薫 Honda熊本
● 岩本　喜照 日本新薬

1次 2次 3次 最終 捕手
● 柴原　健介 東芝
● 渡辺　和哉 JR東日本
● 川邉　健司 ヤマハ
● ● ● ★ 城野　達哉 西濃運輸
● ● 伊藤　寿真 日本製鉄かずさマジック
● 蓑尾　海斗 Honda熊本
● 志賀　巧朗 JFE東日本
● 氷見　泰介 東邦ガス
● 南木　寿也 JR北海道硬式野球クラブ
● 森川　大樹 明治安田生命
● ● 細川　勝平 王子
● ● 拾尾　昌哉 三菱重工West
● ● ● 大本　拓海 ヤマハ
● ● 丸山　竜治 Honda熊本
● ● ● 高祖　健輔 トヨタ自動車
● ● 辻野　雄大 Honda
● 木南　了 日本通運
● 松田　彪瑠 日本製鉄鹿島
● ● ● 高橋　佑八 大阪ガス

1次 2次 3次 最終 一塁手
● 田中　秀政 ミキハウス
● 浅賀　雅人 北海道ガス
● 今里　凌 日本製鉄鹿島
● 濵田　竜之祐 日本新薬
● 泉　健太 IMF BANDITS富山
● 菅田　大介 JR東日本
● 小玉　佳吾 SUBARU
● 橋本　太郎 ジェイプロジェクト
● 山田　峻士 NTT西日本

● ● ● ★ 丸山　壮史 ENEOS
● ● ● 花本　太紀 大阪ガス
● ● 齊藤　大輝 東芝
● ● ● 小室　和弘 三菱自動車岡崎
● 大西　蓮 JR東日本東北
● 千野　啓二郎 Honda
● ● 立松　由宇 日本生命
● 秋利　雄佑 ヤマハ
● 宝島　史貴 王子
● 福山　大貴 西濃運輸
● ● 山中　稜真 三菱重工East
● 福岡　高輝 明治安田生命
● 土井　克也 JFE西日本
● ● 森松　裕次郎 日本通運
● ● ● 樺澤　健 トヨタ自動車
● 西岡　武蔵 三菱重工West
● 古寺　宏輝 Honda熊本

1次 2次 3次 最終 二塁手
● 北川　智也 セガサミー
● 山口　乃義 王子
● 新田　旬希 JFE西日本
● 新城　拓 明治安田生命
● ● ● 山田　健太 日本生命
● ● ● 峰下　智弘 大阪ガス
● 折尾　昂靖 JFE東日本
● ● 小豆澤　誠 ENEOS
● 宮田　蒼太 西濃運輸
● ● ● ★ 石井　元 Honda熊本
● 木村　翔大 日本通運
● ● ● 古川　智也 三菱自動車岡崎
● 朝日　晴人 三菱重工West
● 山田　拓也 東芝
● ● 佐藤　勇基 トヨタ自動車
● 矢野　幸耶 三菱重工East
● ● 永濱　晃汰 ヤマハ
● 三浦　良裕 Honda

1次 2次 3次 最終 三塁手
● ● 深江　大晟 TDK
● 倉本　寿彦 日本新薬
● ● ● ★ 北村　祥治 トヨタ自動車
● ● 石川　裕也 東京ガス
● ● ● 下川　知弥 NTT東日本
● ● ● 古田　塁 JFE西日本
● 井手　隼斗 西部ガス
● 瀬川　航騎 JR東日本東北
● 平野　陽大 王子
● ● 江越　啓太 三菱重工East
● 北尾　勇人 JR四国
● 森下　智之 SUBARU
● ● ● 井上　剛 Honda熊本
● 貞光　広登 Honda鈴鹿
● 平山　快 JFE東日本
● ● ● 川口　凌 ENEOS
● 樫村　昌樹 日本製鉄鹿島
● ● 野﨑　大地 西濃運輸
● 下山　悠介 東芝
● 木倉　朋輝 日本生命
● 橘内　俊治 明治安田生命
● 稲垣　誠也 日本通運
● 平野　英丸 JR東海

1次 2次 3次 最終 遊撃手
● 中村　将己 Honda
● ● ● ★ 北野　貴昭 西濃運輸
● 番場　駿 伏木海陸運送
● 野邊　優汰 JR西日本
● ● 小松　勇輝 JFE東日本
● 小林　龍憲 日本製鉄鹿島
● ● 北本　一樹 東京ガス
● 津田　将治 バイタルネット
● 柴田　海斗 JFE西日本
● ● ● 添田　真海 日本通運
● 前田　滉平 王子
● 武田　登生 日本新薬
● 山﨑　大輝 JR東海

● ● ● 稲垣　翔太 Honda熊本
● 中川　拓紀 Honda鈴鹿
● 内山　翔太 日本製鉄かずさマジック
● 中里　亮太 SUBARU
● 泉口　友汰 NTT西日本
● ● ● 和田　佳大 トヨタ自動車
● 中村　迅 NTT東日本
● 峯村　貴希 Honda
● ● 髙波　寛生 大阪ガス
● 中山　将太 三菱重工West
● 津田　啓史 三菱重工East

1次 2次 3次 最終 外野手
● 江越　海地 三菱重工East
● ● ● 向山　基生 NTT東日本
● 若林　将平 日本新薬
● ● ● ★ 山本　卓弥 Honda熊本
● 内山　京祐 NTT東日本
● 松本　桃太郎 Honda鈴鹿
● 湯口　郁実 三菱重工West
● ● ● 鈴木　薫 Honda
● 渡邊　豪 西濃運輸
● ● 福本　綺羅 東海理化
● 植田　匡哉 セガサミー
● 鈴木　聖歩 JR東日本東北
● ● 門叶　直己 東海理化
● 火ノ浦　明正 NTT東日本
● ● ● ★ 清水　聖也 大阪ガス
● ● 小口　仁太郎 Honda
● ● 北川　利生 日本通運
● ● 武田　健吾 三菱重工East
● 松葉　叶 日本生命
● 手銭　竜汰 日本通運
● 大倉　卓也 JR西日本
● 永廣　知紀 明治安田生命
● 植田　勝至 パナソニック
● ● 逢澤　崚介 トヨタ自動車
● ● 中村　奎太 三菱自動車岡崎
● ● 小栁　卓也 三菱重工East
● 生田目　忍 日本製鉄鹿島
● 笹川　晃平 東京ガス
● 山田　克志 日本製鉄鹿島
● 楠　研次郎 東京ガス
● ● 度会　隆輝 ENEOS
● ● 金子　聖史 東芝
● 猪原　隆雅 ミキハウス
● ● ● 徳本　健太朗 トヨタ自動車
● 村上　貴哉 ENEOS
● ● ● ★ 網谷　圭将 ヤマハ
● 望月　直也 トヨタ自動車東日本
● ● 上西　嵐満 JFE西日本
● 山内　慧 JR東日本
● ● ● 多木　裕史 トヨタ自動車
● 汐月　祐太郎 三菱重工East
● 前野　幹博 ヤマハ
● 比嘉　龍寿 東邦ガス
● 吉岡　郁哉 王子

1次 2次 3次 最終 指名打者
● ● ● ★ 三井　健右 大阪ガス
● 堀尾　良馬 JR東海
● ● 畔上　翔 Honda鈴鹿
● 桜庭　佑希也 トヨタ自動車東日本
● 西口　大河 ショウワコーポレーション
● ● ● 矢幡　勇人 ヤマハ
● 中山　遥斗 三菱重工East
● ● ● 山﨑　錬 ENEOS
● ● ● 井貝　星良 東海理化
● 佐藤　竜彦 Honda
● 佐藤　悠輝 三菱重工West
● 松本　幸一郎 東芝
● ● 松本　渉 日本生命
● 綿屋　樹 JFE西日本
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坂口裕之選考委員長
（日本野球連盟アスリート委員会委員長）

■2023年度社会人野球ベストナイン選考結果

　東海地区のチームの躍進が印象深かった今シーズン。個々の選手の成績も非常に顕著で、都市対抗を制したトヨタ自
動車など東海勢3チームの計5選手がベストナインに選出された。社会人野球では今年、ピッチクロック用のクロックボード
が初めて導入されたが、東海地区は、スピードアップへの対応に真っ先に取り組んだ。地区内で切磋琢磨し、各選手が
変化にいち早く順応したことも、躍進の一因ではないだろうか。
　日本選手権では、都市対抗で初戦敗退した西濃運輸がベスト4入りし、都市対抗出場を逃した大阪ガスが頂点に立っ
た。悔しさをバネに活躍し、社会人野球を盛り上げた両チームからそれぞれ2選手が選ばれたことも大きいポイントだ。
　野手のベストナインは守備力が高いことはもちろん、打撃成績の優れた選手が選出された。ここ数年、都市対抗などで
上位に食い込み本塁打も数多く打っているHonda熊本からも2選手が選ばれた。攻撃力を高め、相手に脅威を与えるフ
ルスイングという姿勢を体現した選手が選ばれた。投手は、最多勝利に輝いたHonda熊本の片山投手と甲乙付けがた
かったが、都市対抗で3勝を挙げチームを優勝に導いたことが最後の決め手となり、トヨタ自動車の嘉陽投手を選んだ。
　ベストナインに選ばれた選手たちには、日本野球連盟が掲げる「JABA FAIR AND SQUARE　－正々堂 と々。－」
のスローガンのもと、これからも社会人野球の面白さを伝え、広めてほしい。来年も社会人野球をよりいっそう盛り上げてく
れると信じている。

2023年度社会人野球表彰基準
1. 対象 3. 表彰基準

第94回都市対抗野球大会、第47回全日本クラブ野
球選手権大会、第48回社会人野球日本選手権大
会、JABA11大会の計14大会

表彰項目 表彰基準の考え方
首位打者賞 上記大会を対象とし、規定打数以上で最高打率を挙げたプレーヤー

“規定打数”の考え方；
 試合数の前提を次のとおりとする。
  都市対抗本大会・・・・・1試合以上出場
  都市対抗本大会もしくは日本選手権本大会・・・・計2試合以上出場
  上記前提で、合計12試合以上の出場を前提とする。

規定打数：40打数以上とし、小数点は第3位までとして、 
第4位を四捨五入とする。同率の場合、以下の順で決定する。

   ・総安打数が多い方が上位
   ・長打率が高い方が上位
   ・両者を首位打者とする。

最多本塁打賞 上記大会に出場したプレーヤーの中、通算最多本塁打を打ったプレーヤー
同数の場合は、打席数が最少のプレーヤーを上位とする。

最多打点賞 上記大会に出場したプレーヤーの中、通算最多打点のプレーヤー
同数の場合は、打席数が最少のプレーヤーを上位とする。

最多勝利投手賞 上記大会に出場したプレーヤーの中、通算最多勝利を挙げた投手
同数の場合は、以下の順で決定する。
 ・総投球イニング数が多い方が上位

最優秀防御率賞 上記大会を対象とし、規定投球回数以上で最高の防御率を挙げた投手
“規定投球回数”の考え方；
  都市対抗本大会・・・・・1試合以上登板
  都市対抗本大会もしくは日本選手権本大会・・・・計2試合以上登板
  上記前提とし、計40イニング以上を対象とする。

2. 表彰項目

・ベストナイン賞

・首位打者賞

・最多本塁打賞

・最多打点賞

・最多勝利投手賞

・最優秀防御率賞


